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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、スフィンゴシンをスフィンゴシン1-リン酸にリン酸化することを触媒する2つのスフィンゴシンキナーゼアイソザイムのうちの1つをコードしています。スフィンゴシン1-リン酸は、遊走、増殖、アポトーシスなど多くの細胞プロセスを媒介するだけでなく、血管新生や腫瘍形成を促進することで、いくつかの種類の癌にも関与しています。コードされているタンパク質は、乳癌の増殖と化学療法抵抗性に関与している可能性があります。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが観察されています。 [RefSeq提供、2011年8月],代替製品：一部のアイソフォームについては実験的確認が不足している可能性があります。,触媒活性：ATP + スフィンガニン = ADP + スフィンガニン1-リン酸。,触媒活性：ATP + スフィンゴシン = ADP + スフィンゴシン1-リン酸。,補因子：マグネシウム。,機能：スフィンゴシンのリン酸化を触媒し、細胞内外の機能を持つ脂質メディエーターであるスフィンゴシン1-リン酸（SPP）を生成します。D-エリスロ-ジヒドロスフィンゴシン、D-エリスロ-スフィンゴシン、およびL-トレオ-ジヒドロスフィンゴシンにも作用します。,類似性：DAGKcドメインを1つ含みます。,
	研究分野
	スフィンゴ脂質代謝;カルシウム;VEGF;Fc ガンマ R を介した貪食作用;
	画像データ
	

	SPHK2（リン酸化Thr614）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	SPHK2（リン酸化Thr614）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

